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校長室だより
なつやす しゅくだい

夏休tH,G)宿題lさなんのた伽こ？

ーとし み四學綬だよりにも奮きましたが、今年は短い夏休
みだったにもかかわらす、すすんで首

音

窟廃に取
り組んだ人がたくさんいて、倍芯しました。

「夏休みは質しみだけと、宿題がいやだなあ。」
—慇＜のみなさんの采普ではないかと懇います。
窟も夏休みの宿題には吾湧しました。ドリルや
艇李籍畜、藷菖篠籍笈はまだしも、自由研究と菖
われるとf固をしてよいかわからなくなる手禎でし
た。でも、焉尋悼りで取り組みながら、役羅巴苫
の辱袢の人の研究に屈憾を受けて、だんだん自分
が蒻べたいこと、軍布して陰薔できることをみ
つけていった気がします。 そして、研究のテ ーマ
（調べて籟巽したいこと） さえはっきりさせるこ

とができたら、自由研究ほど楽しい宿題はないと

めんどうだ。」「読書感
想文は と う し て も
Fがて

苦手だなあ。」 などと 6 年生の自由研究の一部 さすが 6 年生！

いう人もいるでしょう。それぞれですよね。でも、
巽畜しているのは、倫箪なことや爾惑なことより、
苦手なことゃ宵しぃことをやりとげたときの月
が、がんばりを羮悠できて「やった！」という気焉
ちになれること。 夏休みの宿題は、そんな気持ち

這霞」とも言います）を誤ゎうためにもある
のかな、と思います。

員訊をもったテーマにすすんで取り組み、楽し
く調べられた人だけでなく、哭菱だったけどがん
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校長 齋藤 瑞穂

ばった人、めんどうだったけど疫げ出さすにでき
た人にも哭きなf苗冤器ります。 よくがんばりま
した。

夏休みを醤して心も？ぽも大きくなったみなさ
ん。2箪崩の器長がますます楽しみです。
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ヽノ こんかい ねんせい さくひん き
―

今回の句は1年生の作品です。 季語は「つきよ
つ きよ きせつ あき ねんかん み

（月夜）」で季節は秋。 月は年間通して見られるも
とく ふゆ そら す

のですが、特に秋から冬にかけては空が澄んで月
あか うつく

が明る＜大きく、 美しく見えるため、月と言えば
秋と、秋の季語になったようです。

ひるま あっ

9月に入ると、昼間はまだまだ暑いものの、日が
すこ かせ

響れると少しすすしい風がふき、すごしやすい日
ふ

が増えてきます。 増山さんは、そんな日には月も
うつく

美しく、気持ちよいなあと篠じたのでしょう。
ちゅうしゅう めい11つ

今年の中秋 の名月は10月1日。すすしい風に
ふかれながら美しい月が見られるとよいですね。

名でした。

一
こた― ― がっしゅうこく

16号の答えは、「デスバレ ー」。アメリカ合衆国で
さいだい こくりつこうえん せいかい

最大の国立公園があるところです。正解は1 年生1

せいもんちか

17号の答えは 「百日紅（サルスベリ）」て、正門近
しょうこうぐちうら さ

くと3, 4 5年生の昇降□裏に咲いています。5年
り か せんいんし

生は理科の学習で全員知っていましたね。

保践者の杏様
順詞なスタートを切った2学期て＊したが、 ここに来てふ供たち

に心ど体に疲れの色が見えてきました。放lい暑さが俵いてお
り、 また 、 平迷土曜授索も故まるなど、 慌たtc.lい毎日て＊すのて會

ょ双もありません。お家て會不詞を訴えていませんか？麦わっ
た様子があったらょ双をさせず 、 気持ちに寄り添ってあげてく
ださい。また、 担仕にもどうぞお知らせください。


